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答案の一番上に氏名と学生証番号を書いてください．(組は書かなくてもけっこうです．)
自分のノートを参照して結構です．

[1] 以下の (1)～(4)のそれぞれについて，条件を満たす有理数列を 1つずつあげよ．答を
書くだけでなく，説明をきちんとつけること．

(1) 有界数列で，上限と上極限は同じだが，下限と下極限が違うもの．
(2) 有界数列で，上極限と下極限は同じ値αだが，上限と下限はどちらもαではないもの．
(3)有界数列 {αn}nで，どのように部分列を選んでもその部分列の上極限は 0だが，n �= m

ならば常にαn �= αm であるもの．
(4) 上極限が 1, 下極限が−1で，0に収束する部分列を持つ数列．

[2] (1) 整数の列 {an}n=1,2,3,...で，すべての nについて，an ∈ {0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7, 8, 9}と
なるものを取る．この時，αn =

n∑

k=1

ak

10k
とおけば，数列 {αn}nは，Cauchy列になることを

示せ．
(2) 上の極限を，anを “0.”のあとに順に並べて得られる無限小数の定義とする．この定

義に基づいて，1 = 0.999 · · ·を証明せよ．ただし，右辺では，9が無限に続いている．

[3] {αn}nを有界な数列とする．α = sup
n

αnとし，αn = αとなる番号 nは存在しないとす

る．このとき，lim sup
n→∞

αn = αであることを示せ．


